





















































































↓ Café Menu リーフレット
＜取組1＞
2018年9月22日（土）旧忍町信用組合店舗カフェ
（Vert Café-ベールカフェ-）オープン
＜取組1＞
市の規定した開発条件に基づき、開発された各店舗
メニューの栄養価計算を行った。
健康レシピ開発プロジェクト
～チェック項目～
[テーマ]（下記のうち1つ以上該当していればよい）
・行田のシンボルマークにある色（青、緑、赤）を使用しているか
・行田の歴史を感じられるか
[条件]（下記のうち2つ以上に該当していればよい）
・行田の農作物を使用していること
・1食あたり120g以上の野菜（イモ類は除き、きのこ、海藻、果物を含む）
・1食あたりエネルギー量が550～750kcal
・1食あたりの食塩量3g未満
＜取組2＞
2017年10月 健康レシピ認定店 栄養価計算及びアドバイスの作成
＜取組2＞
配布用健康メニュー店舗マップのデザイン案提供
認定店マップレイアウト作成：健康メニューを提供している市内飲食店を、
住民や観光客に周知するための持ち運びマップのレイアウトを行った。
市外から来た人が歩きながらでも使いやすいように、中里見先生、関口先生
と話し合い改良を重ねた。
‣話し合った内容
・縦向きにするか、横向きにするか
・折り方、用紙のサイズ
・写真の配置
など
＜取組2＞
↑ 健康レシピ認定店MAP
「健康レシピ開発プロジェクト」では、行田市内飲食店14店舗の16メニューが健康
レシピとして認定され、行田市健康レシピ認定店マップ”54,000部“を発行した。
成果
プロジェクトを通して学んだこと
認定店マップに関しては写真や地図を多く使用しているため、住民
や観光客が手に取りやすく行田の魅力を認識しやすいと考えた。
カフェメニューに関しては写真の撮り方とメニューごとのキャッチコ
ピーを工夫し、親子で親しみやすく作りやすいレシピ集に仕上げた。
自分達で作ったレシピ集が、行田市という行政機関の公式ホーム
ページに載ったことは、昨年12月からの取り組みの大きな成果で
あった。
これらの媒体作成で得た知識や技法は、病院の管理栄養士であれ
ば患者さんへ渡すモデルレシピの作成や、行事食の撮影、また学
校給食の管理栄養士であれば児童に分かりやすく、給食が楽しみ
になるような献立表の作成や、給食だよりを作成する技術に繋がる
と考えた。
